
第２学年国語科学習指導案 

 

単元名 「人物の特徴をとらえて論じよう」 

 

教材  「『那須与一』『弓流』―『平家物語』から」（東京書籍「新しい国語２」） 

 

１ 単元について 

  佐賀県の中学校第２学年の生徒の実態として，平成 24 年度佐賀県小・中学校学習状況調査の結果か

ら「書くこと」に課題の多いことが分かっている。特に「相手や目的に応じて分かりやすく書く」こ

とを問う設問では無解答率が他の設問を大きく上回っており，特に留意して課題の解決に取り組まな

ければならないと考える。 

本単元では，「書くこと」の学習に重点を置き，古典に描かれた登場人物の人柄や性格について論じ

る文章「人物論」を書かせることを言語活動として設定する。この活動を通して，読み取った情報を

整理し，相手や目的に応じて分かりやすく書く力を身に付けさせたい。 

本教材「那須与一」は，平家と源氏の両軍が見守る中で，源氏方である東国の若武者「那須与一」

が，風にひらめくはるかかなたの扇の的を見事に射落とす場面である。そこには，与一の弓術の見事

さと，味方の名誉のために命を懸けて挑んだ悲壮な心境が描かれている。 

また，これに続く「弓流」では，与一の優れた武芸に感銘を受けた平家方の男が舞を披露し，与一

を褒めたたえる姿が描かれる。そこで義経の命を受けた与一が再び弓を執り，その男を射殺すという

場面が描かれている。そこからは戦の中に身を置く武士の姿を感じ取ることができる。生徒たちはそ

のような場面における登場人物の心情を読み取ることで，昔の人のものの見方や考え方に触れること

ができると考える。 

生徒は，前単元で，本単元と同じ教材を用いて伝統的な言語文化に関する事項ア(ｱ)についての学

習に取り組んでいる。冒頭部分は暗唱を通して，「那須与一」「弓流」の部分は音読を通して場面の状

況や物語の展開などを読み取っており，「平家物語」の作品の概要や，「那須与一」「弓流」の大体の

内容を理解している。 

また，根拠を明確にして書くことについては，第１学年「書くこと」の指導事項ウに明示されてお

り，これを受けて，第２学年では，根拠と理由付けと主張を明確に認識して，論理的な文章を書くこ

とを指導したい。 

指導に当たっては，まず，生徒の身近な例で簡単な人物論を書くモデル学習を通して，本単元にお

ける学習課題と学習方法，学習計画等を確認させ，見通しをもたせる。次に，「那須与一」「弓流」の

場面の登場人物の言動など，人柄や性格が分かる表現に着目させ，読み取った情報を整理・分析し，

一人の登場人物についての人物論を書かせる。書いた人物論は，人物ごとにグループで交流させて，

登場人物の人柄や性格について考えを深めさせることで，「平家物語」に表れたものの見方や考え方に

触れ，登場人物の思いなどを想像させたい。また，登場人物の人柄や性格が伝わるように，根拠を明

らかにして書くことについての知識・技能を確かなものにさせたい。 

２ 単元の目標 

(1) 作品に表れたものの見方や考え方に関心をもち，登場人物の思いを想像して人物論を書こうとす

る。 

(2) 登場人物の人柄や性格について，相手に効果的に伝わるように，根拠を明らかにして書くことが

できる。 

(3) 古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物の思いなどを想像することができる。 



３ 単元の言語活動 

  「平家物語」の一場面を読み，登場人物の人柄や性格について，根拠を明らかにして人物論を書く。

（関連：言語活動例Ｂ(2)イ） 

 

４ 単元の評価規準 （  ）内は該当する指導事項等の記号 

国語への関心・意欲・態度 書く能力 
言語についての 

知識・理解・技能 

①作品に表れたものの見方や考

え方に関心をもち，登場人物の

思いを想像して人物論を書こ

うとしている。 

①登場人物の人柄や性格につい

て，相手に効果的に伝わるよう

に，根拠を明らかにして書いて

いる。（ウ） 

①「平家物語」に表れたものの見

方や考え方に触れ，登場人物の

思いなどを想像している。（(1)

ア(ｲ)) 

 

５ 指導と評価の計画（全４時間） 

次 時間 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

一 １ １ いくつかの文章を比べ読み

し，説得力のある主張とはどの

ようなものか考える。 

 

 

 

 

２ 学習課題「『平家物語』の登場

人物について人物論を書くこと

を通して，『平家物語』に表れた

ものの見方や考え方に触れ，登

場人物の思いなどを想像する力

や，根拠を明らかにして自分の

考えを書く力を身に付けよう」

を設定する。 

 

３ 漫画の登場人物について人物

論を書き，モデル学習に取り組

む。 

 

 

 

 

 

 

 

○根拠のない主張を，少しずつ

根拠のある主張に書き換えて

いく過程を読ませ，説得力を

もたせるためには，より具体

的な根拠を述べることが必要

であることを実感させる。 

 

○必要な情報を整理・分析し，

根拠を明らかにして自分の考

えをまとめる力を身に付ける

ことを確認する。 

 

 

 

 

 

○根拠から主張を導き出すため

には，理由付けが必要である

ことを確認させる。 

○根拠が同じでも理由付けが違

えば，人柄や性格についての

考えが異なることを確認させ

る。 

○モデル学習として，漫画「ド

ラえもん」の中から一人の人

物を選ばせて人物論を書かせ

 ［国語への関心・意

欲・態度］① 

観察，ワークシート①

ワークシート② 



 

 

４ 「平家物語」で人物論を書く

ための学習計画を確認する。 

る。 

 

○教材提示装置で学習計画表を

提示して，人物論を書くため

に必要な活動を確認し，本単

元の学習について見通しをも

たせる。 

二 ２ ５ 人物論を書く人物を登場人物

の中から一人選ぶ。 

 

 

６ 教科書の「平家物語」を読み，

自分が選んだ登場人物の特徴が

分かる部分を探す。 

 

 

 

７ 人物論を書くために読み取っ

た情報を整理・分析する。 

 

○登場人物を確認させ，その中

から誰の人物論を書きたいか

を決めさせる。 

 

○人柄や性格が分かる言動など

に着目させる。 

○原文だけでなく，口語訳や現

代文で書かれた部分も参考に

させる。 

 

○モデル学習を参考にさせる。

○読み取った内容をワークシー

ト③にまとめ，選んだ人物の

人柄や性格を考えさせる。 

 

３ ８ 選んだ人物の人柄や性格につ

いて，根拠を明らかにして人物

論を書く。 

○根拠，理由付け，主張を確認

して書くように指示する。 

○これまで使用したワークシー

ト，補助資料等を活用させる。

 

三 ４ ９ 書き上げた人物論を読み合

い，感想や意見を交流する。 

 

 

 

 

10 単元の学習を振り返り，身に

付けた力やその力を活用できそ

うな場面について考える。 

○友達の書いた人物論を読ませ

ることで，登場人物の言動の

意味や思い，人柄や性格等に

ついて考えを深めさせたり，

広げさせたりする。 

 

○単元の学習について指導者の

評価を伝え，生徒が新しい課

題や今後の学習の展望がもて

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

［言語についての知

識・理解・技能］① 

交流シート 

［国語への関心・意

欲・態度］① 

観察，ワークシート④

［書く能力］① 

ワークシート④ 

［言語についての知

識・理解・技能］① 

ワークシート③ 



６－１ １／４時の指導計画 

(1) 目  標 

作品に表れたものの見方や考え方に関心をもち，登場人物の思いを想像して人物論を書こう

とする。 

(2) 展  開   ※ 表中のゴシック体で書かれた学習活動は，本時における評価の場面を表す。 

 学習活動 
教材 

資料 

○指導上の留意点 

◆ＩＣＴ活用の場面 

評価規準と評価方法 

◇形成的評価による個別指導

導 
 

入 

１ いくつかの文章(ワーク

シート①前半)を比べ読み

し，説得力のある主張とは

どのようなものか考える。 

 

 

 

２ 日常の生活で根拠の明ら

かな主張が必要な場面を想

起し，身に付けたい力を考え

る。 

 

３ 学習課題「『平家物語』の

登場人物について人物論を

書くことを通して，『平家物

語』に表れたものの見方や

考え方に触れ，登場人物の

思いなどを想像する力や，

根拠を明らかにして自分の

考えを書く力を身に付けよ

う」を設定する。 

４ 本時の目標を知る。 

 

 

ワークシ

ート① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習計画

表 

○根拠のない主張を，少し

ずつ根拠のある主張に書

き換えていく過程を読ま

せ，説得力をもたせるた

めには，より具体的な根

拠を述べることが必要で

あることを実感させる。

○話合いでの主張や，生徒会

長選挙などでの演説とい

った身近な例を想起させ，

学習の動機付けを行う。 

○必要な情報を整理・分析

し，根拠を明らかにして

自分の考えを書く力を身

に付けることを確認す

る。 

○根拠をもって主張する一

例として人物論の書き方

を学ぶことを伝える。 

 

 

 

 

 

展 
 

開 

５ 漫画の登場人物について

人物論を書き，モデル学習

に取り組む。 

〔手順〕 

 １） ワークシート①(後

半)に取り組んで，根拠

から主張を導き出すた

めには，理由付けが必

要であることを理解す 

 

 

 

 

ワークシ

ート① 

資料① 

 

 

 

 

 

◆資料①「ハワイがやって

くる」(『ドラえもん』第

44 巻所収)を教材提示装

置で投影して学習への意

欲を喚起し，資料を配布

 

Ｃの状況の生徒への手立て

作品に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物の思いを想像して人物論を書こう 

［関①］作品に表れたも

のの見方や考え方に関心

をもち，登場人物の思い

を想像して人物論を書こ

うとしている。 

【観察】 

【ワークシート①】 

【ワークシート②】 



展 
 

開 

   る。 

２） ワークシート②の例

文を読んで，根拠が同

じでも理由付けが異な

れば主張(人柄や性格

についての考え)が異

なることを理解する。 

 ３） 漫画「ドラえもん」

の中から一人の登場人

物を選び，「根拠」「理

由付け」「主張」を明ら

かにして人柄や性格を

考える。 

 ４） 考えをまとめたワー

クシート②を教材提示

措置で拡大提示して交

流し合う。 

 

 

 

 

 

 

６ 「平家物語」で人物論を

書くための学習計画を確認

する。 

 

 

ワ ー ク シ

ート② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 習 計 画

表 

する。 

○「ドラえもん」の登場人物

の一人を取り上げて，根拠

が同じでありながら理由

付けと主張が異なる例を

示す。 

 

○簡単な人物論を書くこと

を通して自分の書く能力

を自覚させるとともに，単

元の言語活動について確

実に理解させる。 

 

◆２～３名の生徒のワーク

シート②を教材提示装置

で拡大提示し，考えを発表

させる。 

〇同じ登場人物や，同じ根拠

を取り上げていても理由

付けが異なると導き出さ

れる人柄や性格について

の考えが異なることを実

感させる。 

◆教材提示装置で学習計画

表を提示して，人物論を書

くために必要な活動を確

認し，本単元の学習につい

て見通しをもたせる。 

 

ま 

と 

め 
７ 学習計画表の「自己評価」

を行い，「学んだこと」を書

く。 

 

 

 

 

８ 次時の「目標」を確かめ，

見通しをもつ。 

学 習 計 画

表 

○目標に応じて学習内容がど

うであったかを考えて振り

返るよう促す。 

○板書を参考にして学んだこ

とを書かせる。また，学級

での交流で参考になった発

言などを書くように促す。

○次時は「那須与一」「弓流し」

の場面の登場人物につい

て，その特徴が分かる表現

を探し，その人柄や性格を

考えることを確認し，見通

しをもたせる。 

 

ワークシート②の記入例

の根拠と理由付けと主張

の部分に注目させ，理由

付けに納得できるかどう

か検討させたり，他の理

由付けを考えさせたりす

る。 

作品に表れたものの見方

や考え方を基にして「根

拠」「理由付け」「主張」を

考えている。または，ワー

クシートへのマーキング

や書き込みをして人物論

を書いている状況を「おお

むね満足できる」状況（Ｂ）

と判断する。 



６－２ ２／４時の指導計画 

(1) 目  標 

「平家物語」に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物の思いなどを想像することができ

る。 

(2) 展  開   ※ 表中のゴシック体で書かれた学習活動は，本時における評価の場面を表す。 

 

学習活動 
教材 

資料 

○指導上の留意点 

◆ＩＣＴ活用の場面 

評価規準と評価方法 

◇形成的評価による個別指導

導 
 

入 

１ 前時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の目標を確認し，学

習内容を見通す。 

 

学習計画

表 

 

ワークシ

ート② 

○２～３名の生徒に前時の

「学んだこと」の欄に書

いたことを発表させる。

◆前時の学習活動において

「十分満足できる」状況

（Ａ）にあった生徒の記

述を紹介し，作品に表れ

たものの見方や考え方に

触れ，登場人物の思いを

想像するということにつ

いて理解を深めさせる。

○「那須与一」「弓流し」の

場面について，舞台とな

った時代が歴史的にどう

いう時代であるか，どう

いう場面であるかなど，

既習内容を想起させる。

 

 

 

展 
 
 

開 
３ 教科書に書かれている

「平家物語」の登場人物を

ワークシートに書き出す。 

 

４ 人物論を書く人物を登場

人物の中から一人選ぶ。 

 

５ 選んだ人物の，人柄や性

格が分かるような表現を探

して教材文に線を引く。 

 

６ 線を引いた部分から考え

られる人柄や性格について

ワークシートにまとめる。 

ワークシ

ート③ 

 

 

 

 

 

 

○那須の与一，伊勢三郎義

盛など，すべての登場人

物を挙げさせる。 

 

○原文だけでなく，口語訳

や現代文で書かれた部分

にも着目させる。 

○選んだ登場人物について

置かれた状況や言動など

に着目するよう指示する。

 

○「人物論」を書くために

選んだ人物の言動の意味

を，場面の状況と照らし

 

Ｃの状況の生徒への手立て

「平家物語」に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物の思いなどを想像しよう 



展 
 
 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 選んだ人物の人柄や性格

について考えをまとめる。 

〔手順〕 

１） 根拠を書き出す。 

 

 

２） 理由付けをする。 

 

 

３） 主張を１～２文で書

く。 

 

 

 

 

４） グループで，自分が

考えた主張を出し合

い，その違いなどにつ

いて質問し合って考え

を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語辞典 

補助資料 

合わせて考えさせる。 

○「平家物語」の登場人

物の人柄や性格を思い

描くためには，「生きた

時代の状況」と「置か

れた立場・職業」など

の視点が重要になるこ

とを知らせ，社会科の

学習で得た知識や，調

べたことなどを書き込

むように促す。 

○モデル学習を参考にさ

せる。 

 

○ものの見方や考え方が分

かるような根拠を書き出

させる。 

○登場人物の思いなどを想

像させて理由付けをする

ように促す。 

○人柄や性格を表す語彙

を一覧表にして渡した

り，国語辞典や類語辞

典を用意したりして考

えをまとめる手助けを

する。 

○同じ人物について人物

論を書く生徒を４，５

名ずつのグループに編

成して交流させ，考え

を深めさせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

８ 学習計画表の「自己評価」

を行い，「学んだこと」を書

く。 

 

 

 

 

 

学習計画

表 

○目標に応じて学習内容が

どうであったかを考えて

振り返るよう促す。 

○板書を参考にして学んだ

ことを書かせる。また，

グループや学級での交流

で参考になった発言など

を書くように促す。 

 

モデル学習と対応させて

「平家物語」から情報を

抜き出させ，生徒の生活

経験と比べさせるなどし

て考えや感想をまとめさ

せる。 

［言①］「平家物語」に表

れたものの見方や考え方

に触れ，登場人物の思い

などを想像している。 

【ワークシート③】 

「平家物語」に表れたもの

の見方や考え方を基にし

て「根拠」「理由付け」「主

張」を考えて書いている状

況を「おおむね満足でき

る」状況（Ｂ）と判断する。



ま 

と 

め 

９ 次時の「目標」を確かめ， 

見通しをもつ。 

 

 ○次時は，人物論を書くこ

とを確認し，見通しをも

たせる。 

 



６－３ ３／４時の指導計画 

(1) 目  標 

・  作品に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物の思いを想像して人物論を書こうとす

る。 

    ・  登場人物の人柄や性格について，相手に効果的に伝わるように，根拠を明らかにして書く

ことができる。 

 (2) 展  開   ※ 表中のゴシック体で書かれた学習活動は，本時における評価の場面を表す。 

 

学習活動 
教材 

資料 

○指導上の留意点 

◆ＩＣＴ活用の場面 

評価規準と評価方法 

◇形成的評価による個別指導

導 
 

入 

１ 前時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の目標を確認し，学

習内容を見通す。 

 

学習計画

表 

ワークシ

ート③ 

○２～３名の生徒に前時の

「学んだこと」の欄に書

いたことを発表させる。

◆前時のグループでの交流

を通して考えが深まった

生徒の記述を紹介し，作

品に表れたものの見方や

考え方に触れ，登場人物

の思いを想像するという

ことについて理解を深め

させる。 

○人物論の構成について

は，頭括式で書くこと，

記述については登場人物

の思いを想像して具体的

に書くことなどをワーク

シート③で確認する。 

 

 

 

展 
 
 

開 

３ 前時にまとめたワークシ

ート③を基にして，人物論

を書く。 

〔手順〕 

１）  ワークシート③に整

理した情報のうち，「主

張」，「根拠」，「理由付

け」に書いた内容を確

かめる。 

 

ワークシ

ート③ 

作品モデ

ル 

ワークシ

ート④ 

国語辞典 

補助資料 

 

 

 

 

○登場人物の人柄や性格に

ついて，自分の考えに最

も合う語句を使っている

かを確かめさせる。 

○根拠にした事柄と理由付

けを明確にして書くよう

に指示する。 

 

Ｃの状況の生徒への手立て

人柄や性格について，相手に効果的に伝わるように，根拠を明らかにして人物論を書こう 

［関①］作品に表れたも

のの見方や考え方に関心

をもち，登場人物の思い

を想像して人物論を書こ

うとしている。 

【観察】 

【ワークシート④】 

作品に表れたものの見方

や考え方に関心をもち，登

場人物の思いを想像して

「主張」「根拠」「理由付け」



展 
 

開 

 

２） ワークシート③を基

にし，作品モデルを参

考にしながら，ワーク

シート④に「人物論」

を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 人物論を読み返し，

「人物論を書くとき

のチェックポイント」

と照らし合わせて推

敲する。 

  

４） グループで読み合い

アドバイスをし合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の手

引き「書く

こと」③

「推敲に

強くなる 

！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○人物論を書くときのチェ

ックポイントを確認させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○これまで使用したワーク

シート，補助資料等を活

用させる。 

 

○学習の手引きを活用させ

て，読みやすく分かりや

すい文章になるように，

推敲させる。 

 

 

○誤字・脱字等についても

気が付いたところを指摘

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

４ 学習計画表の「自己評価」

を行い，「学んだこと」を書

く。 

 

学習計画

表 

○目標に応じて学習内容が

どうであったかを考えて

振り返るよう促す。 

○板書を参考にして学んだ

ことを書かせる。また，

グループや学級での交流

 

［書①］登場人物の人柄

や性格について，相手に

効果的に伝わるように，

根拠を明らかにして書い

ている。 

【ワークシート④】 

時代背景を振り返らせ，

登場人物の言動の意味を

考えさせたり，思いを想

像させたりして，自分の

考えや感想をまとめさせ

る。 

書いている。または，もの

の見方や考え方に触れて

いるか，登場人物の思いを

想像しているかを考えな

がら，推敲したり交流した

りしている状況を「おおむ

ね満足できる」状況（Ｂ）

と判断する。 

《板書例》 
 
人物論を書くときの 
チェックポイント 
 

□「主張」「根拠」「理由付

け」を書いているか。

□場面の状況を考慮して，

人物の言動の意味や思

いを想像して書いてい

るか。 
□自分の考えや感想を書

いているか。 

登場人物の人柄や性格に

ついて「主張」「根拠」「理

由付け」を頭括式で構成し

て書いている状況を「おお

むね満足できる」状況（Ｂ）

と判断する。 

人物論を書くときのチェ

ックポイントを押さえて

例文を示して書かせる。



 

 

 

５ 次時の「目標」を確かめ，

見通しをもつ。 

 で参考になった発言など

を書くように促す。 

○次時は，学級で人物論を

読んで交流することを確

認し，見通しをもたせる。

 



６－４ ４／４時の指導計画 

(1) 目  標 

「平家物語」に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物の思いなどを想像することができ 

る。 

(2) 展  開   ※ 本時における評価は，授業終了後に回収した交流シートによって行う。 

 

学習活動 
教材 

資料 

○指導上の留意点 

◆ＩＣＴ活用の場面 

評価規準と評価方法 

◇形成的評価による個別指導

導 
 

入 

１ 前時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の目標を確認し，学

習内容を見通す。 

 

学習計画

表 

ワークシ

ート④ 

○２～３名の生徒に前時の

「学んだこと」の欄に書

いたことを発表させる。

◆前時の学習活動において

「十分満足できる」状況

（Ａ）にあった生徒の記

述を紹介し，「武士の世界

の価値観」を踏まえて想

像するということについ

て理解を深めさせる。 

○本時は，学級での交流を

通して「平家物語」に表

れたものの見方や考え方

に気付き，登場人物の思

いなどを想像することを

確認する。 

 

 

 

展 
 
 

開 

３ 書き上げた人物論をグル

ープで読み合い，感想や意

見を交流する。  

〔手順〕 

 １） 人物論を読み合うと

きのチェックポイント

に従って評価する。 

 ２） 同じ人物でも捉え

方が違っている場合

は，自分の考えと比

べて感想や意見を書

く。 

３） グループで人物論を 

発表する代表者を１名

決める。 

ワークシ

ート④ 

付箋 

 

 

 

 

○人物論を読み合うときの

チェックポイントを交流

シートで確認する。 

○感想や意見は，付箋に書

いて作品に貼って次の人

へ回すように指示する。

 

 

○紹介したい理由を明ら

かにして決めさせる。

 

 

Ｃの状況の生徒への手立て

人物論を読み合い，「平家物語」のものの見方や考え方に触れ，登場人物の思いなどを想像しよう 



 

展 
 
 

開 

４ 学級で発表し合い，自分

が選んだ登場人物以外の人

物論や，自分とは異なる根

拠や理由付けで書かれた人

物論を読んで，「平家物語」

に表れたものの見方や考え

方に気付き，登場人物の思

いなどを想像する。 

〔手順〕 

１） グループの代表者が

発表する。 

２） 感想や意見を２～３

名に発表させる。 

 

５ 自分の人物論に貼られた

付箋を交流シートに整理

し，自分の書いた人物論を

自己評価するとともに，「平

家物語」に表れたものの見

方や考え方について考えを

深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流シー

ト 

 

 

 

○いろいろな人物論を聞い

て考えを広げたり深めた

りさせる。 

○印象に残った人物論や，

それに対する発言につい

てはメモに書き留めてお

くように指示する。 

 

 

○感想や意見は，新しく気

付かされたことや自分と

異なる考え方を中心に言

わせるようにする。 

 

○他の生徒から受け取った

付箋を整理して考えを深

め，自分の書いた人物論

について振り返るように

指示する。 

○学級での交流を通して

「平家物語」に表れた

ものの見方や考え方で

気付いたことや，想像

が膨らんだ登場人物の

思いなどを書かせる。

 

 

６ 学習計画表の「自己評価」

を行い，「学んだこと」を書

く。 

 

 

 

 

 

７ 単元の学習を振り返り，

身に付けた力やその力を活

用できそうな場面について

考え，学習計画表に記入す

る。 

学習計画

表 

 

○目標に応じて学習内容が

どうであったかを考えて

振り返るよう促す。 

○板書を参考にして学んだ

ことを書かせる。また，

グループや学級での参考

になった発言などを書く

ように促す。 

〇単元の学習について指導

者の評価を伝え，生徒が

新しい課題や今後の学習

の展望がもてるようにす

る。 

 

［言①］「平家物語」に表

れたものの見方や考え方

に触れ，登場人物の思い

などを想像している。 

【交流シート】 

交流を通して，「平家物語」

に表れたものの見方や考

え方に気付き，登場人物の

思いなどを想像して書い

ている状況を「おおむね満

足できる」状況（Ｂ）と判

断する。 

最も印象に残る人物論を

選ばせ，なぜ印象に残っ

たのかを考えさせる。ま

た，その人物論で捉えら

れたものの見方や考え方

や，人物論の中に描かれ

た人物の思いなどに注目

させて考えを深めさせ，

交流シートに書かせる。


